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        【「有明清掃工場だより」は、工場の運営状況や、様々な取組をお知らせしています。年２回発行】

売熱
蒸気量(GJ)

令和３年８月～
令和４年１月

142,135

(令和２年度同期間) 117,886

           

項　　　　目 基準値

1　号　炉

2　号　炉
ng-TEQ/㎥Ｎ

調査値

期  間
ごみの受入量

(t)
ごみを燃やした量

(t)

57,464 60,597

50,205 52,384

10,336

熱エネルギーの有効利用

東京二十三区清掃一部事務組合　有明清掃工場
〒135-0063 東京都江東区有明二丁目３番10号
TEL：03-3529-3751　FAX：03-3529-3764

発行

発電量(MWh)

1
0.00000050

0.00000019 令和3年12月17日

令和3年12月16日

高温水
供給量(GJ)

5,926

8,866 7,398

調査年月日 単位

東京二十三区清掃一部事務組合

※ng（ナノグラム）は、10億分の1グラムの質量を表します。
※TEQ(毒性等量)とは、ダイオキシン類の量を最も毒性の強い2,3,7,8-四塩化ジベンゾ-パラ-ジオキシンの 毒

性に換算した値です。
※値は、酸素濃度１２％換算値です。
※㎥Ｎ（ノルマル立方メートル）は、0℃、1気圧の標準状態における気体の体積を表します。

※数値は、速報値です。

１ 発電量 10,336ＭＷｈ（メガワットアワー）は、約103万世帯の１日分の電気量です。（4人世帯の1日

の消費電力を0.01ＭＷｈで計算）

２ 高温水供給量 隣接の有明スポーツセンターへ熱源として無償で供給しており、温水プールや冷暖房の

ために利用されています。5,926ＧＪ（ギガジュール）は、約1万4千トンの水（25ｍプールなら

約35杯分）を0度から100度にできるほどの熱量です。

３ 売熱蒸気量 お台場・有明地域の地域冷暖房の熱供給事業者へ売却している蒸気量です。

有明清掃工場の操業実績

排ガス中のダイオキシン類測定結果

ごみを燃やすと有害物質のダイオキシン類が発生します。清掃工場では、ごみを高温で燃やすことで

その発生を抑制するとともに、わずかに生じたダイオキシン類もフィルターや薬品の働きによって除去

し、きれいになった排ガスを煙突から大気中へ放出しています。煙突で排ガスの濃度を定期的に測定

し、令和3年度の調査においても法律で定められた基準値を大幅に下回っていることを確認しています。

お問い合わせは有明清掃工場 管理係（ TEL 03 3529 3751 ）まで

清掃一部事務組合 有明清掃工場

https://www.union.tokyo23-seisou.lg.jp/
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有明清掃工場でのSDGsへの取組について

SDGsとは、持続可能な社会をつくるための国際目標です。貧困問題をはじめ、気候変動やエネル

ギー問題などへ対応するため、2015年の国連サミットで採択されました。

清掃工場が取り組んでいるエネルギーの有効活用や環境対策などの様々な活動も、SDGsと大きな関

わりがあります。

上記の表は、有明清掃工場で取り組んでいる項目とSDGsとの対応を表しています。

前号に続き今号では、③延命化工事について詳しくご紹介します。

有明清掃工場の取組

SDGsのゴール

延命化工事とは、これまで25年から30年と

してきた清掃工場の耐用年数を40年程度にす

ることを目標とし、劣化した機器の更新を中

心とした設備の機能回復と工場の長寿命化を

図るものです。

有明清掃工場は稼働開始から26年が経過し

ており、日頃の維持管理を適切におこなって

いても、経年劣化による不具合の発生が増え

て、稼働できる日数が減っていきます。その

ため計画したとおりのごみの処理量を確保す

ることが難しくなります。そこで、平成29年

度から令和元年度にかけて延命化工事を実施

し、目標としている40年間を安定してごみ処

理ができるように設備を更新しました。

この延命化工事では、省エネ型機器への更

新、設備の仕様の見直し等も行ったため、工

場の長寿命化だけでなく、右表のように工事

前と比べて、約8%の二酸化炭素排出量削減に

も成功しました。

表 有明清掃工場の取組とSDGs

③延命化工事

他の項目については、次号以降でご紹介します。

延命化工事一例

照明更新工事

見学者説明室・廊下の照明設備を更新

⇒ＬＥＤ照明に変更

延命化工事によるCO2削減率


